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女子傍尿道平滑筋腫による尿閉の1例
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    A case of urinary retention due to a female paraurethral leiomyoma is reported. The patient 

was a 67-year-old female who visited our clinic complaining of urinary retention. Urinary sediment 

and infravenous pyelography revealed no abnormal findings. An oval-shaped mass was palpated at 

the anterior vaginal wall. The tumor was 7 x 6 cm in size, elastic hard in consistence, irregular 

surfaced and well movable. Computed tomography revealed a calcified tumor in the urethrovaginal 

septum extending over all the urethral length from the bladder neck to the uretheral meatus. Cysto-

urethroscopic examination revealed a bladder neck elevation. Transvaginal needle biopsy was 

performed and the pathological diagnosis was benign leiomyoma. Transvaginal removal of the tumor 
was performed under the diagnosis of female paraurethral leiomyoma. The tumor was easily dissect-

ed from the vaginal wall but was adhered rather firmly to the urethra. The origin of the tumor could 

not be identified. Postoperatively, urination was improved. Female paraurethral leiomyoma is 

rare but must be considered as a cause of urinary retention.
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緒 言

女子傍尿道平滑筋腫は比較的稀 な疾患 で,通 常腫瘤

を 自覚 して受診す ることが多 く,排 尿障害 を伴 うこと

は少ない とされている,今 回,尿 閉を きた した女子傍

尿道平滑筋腫を経験 したので報告する.

症

患 者:A.T.,67歳 女 性

主 訴1尿 閉

家 族 歴:特 記 事項 な し

例

既往歴:1956年,子 宮筋腫によ り単純子宮全摘除術

を うけた.

現病歴:1985年ll月 に突 然尿閉を きた したが,一 度

導尿を受けただけで自然治癒 し放置 していた.1986年

1月16日,再 び 尿 閉 とな り,当 科 を受 診 した,1,050

ml導 尿 し,Foleycatheterを 留 置 の うえ 諸検 査を

予 定 した が、 全 身 倦怠 感 を 訴 え るた め,同 年1月23日

に入 院 した.入 院 後,会 陰 部 に 異物 感 を 訴 え た.

理 学 的 所見:体 格 中等,栄 養 良.下 腹 部 正 中切 開創

を認 む.腔 内診 で尿 道 腔 中隔 に長 径7cm,短 径5cm

大 の表 面不 整,弾 性硬,可 動 性 良 な長 円形 腫瘤 を 触知

した.尿 道 カ テ ー テル は容 易 に 挿入 され た.

検 査 成 績:血 液 検 査;RBC397×104,Hgb12.9g/

dl,Ht40.8%,Plt30.1×104,WBC111×102,(St

2,Scg82,Lyml6,MoO,EoO.BasO),血 液化

学 検 査;T・P・7・19/dl,Alb3.89/d1,AIGl。15,

GOT21KU,GPTl8KU,LDH315WU ,AIP

5・6AU,T-Bilo・5mg/dl,D-Bilo .1mg/dl,BSg3

mg/dl,Chol230mg!d1,TG130mg/d夏 ,CrO.7mg1



永井 ・ほか:傍 尿道平滑筋腫 ・尿閉 697

.

.瀞.
　ぐヴ

醜 ご、

婁 「

等 ・'

詩

ゆ 　 べ

・風P

Y・.「■■7

`資燭 』,
●

饗'護

.隆 欝サ
騨 虚 跡 ・魑

Fig.1.IVPshowednoabnormalfindings.

dl,BUN15.2mg/dl,尿 酸3.9mg/dl,Na140mcqf

l,K3.6meq!l,Cllosmeq/1,Amy2,2611u,尿

検 査;pH7,prot(±),sug(一),RBCO～l/

hpf,WBCl5～20/hpf,尿 細 菌 培 養;h'taphylococctts

102/ml,尿 細 胞 診;Pap.classIV

膀 胱 鏡 検 査:膀 胱 三 角 部 か ら 頸 部 に か け て 膀 胱 外 か

ら の圧 迫 と 思 わ れ る 膨 隆 と,軽 度 の 肉 柱 形 成 を 認 め た

が,腫 瘍 は 認 め な か っ た.

IVP検 査1上 部 尿 路 に 異 常 所 見 を 認 め な か っ た

(Fig.1).
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Fig,2。CTrevealedcalcifiedparaurethral

tum・rcxtendingoveralltheure-

thrallengthinthcurethrovaginal

septum・

CT検 査=尿 道腔中隔に,上 部は膀 胱頸部か ら尿道

のほ ぼ全長 にわたる,長 径7cm,短 径5cmの 石灰

化を伴 う腫瘤を認めた.腫 瘤は残存する子宮頸部お よ

び膀胱からは離れていたが,腔 および尿道 とは密接 し

ていた(Fig.2).

入院後経過=以 上 よ り女子傍尿道腫瘍 と診断 した.

護 魁
触

A:Appearanccofexternalgenitaria.TumorwasfoundattheanteriorF量9.3.

vag三nalwalLB=Opcrat三ve丘ndings.Tumorwasrevcalcdattheposterior

urethralwall.C=Afterremovalofthctumor.
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細胞の増殖が見 られ.平 滑筋腫 と診断 された(Fig.5),

手術後経過:術 後は順調に経過 し,尿 道括約筋損傷

による尿失禁 もな く,排 尿状態は全 く正常 となった.

10ヵ月後の現在 まで再発を認めていない.

Fig.4。Macroscopicphotography:Tumorwas

40ginwcight,5x5×6cminsizeand

thesurfacewasirrcgular.Cutsurface

ofthetumorwasgrayishwhiteincolor,

homogeneousandstonyhardinconsi-

stence.
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Fig.5.Microscopiccxaminationrevcaledbenign

leiomyoma.(HEstain,x200)

尿細胞診でPap.classIVで あったため,念 のため

経膣的針生検を施行 し,平 滑筋腫の病理組織診断を得

たのち,1986年2月26日 に手術を施行 した。

手術所見=腫 瘍存在部 の腔前壁に切開をおき,膣 壁

腫瘍を剥離 し,腫 瘍後面に達 して尿道か ら腫瘍 を剥離

し,腫 瘍後面に達 して尿道か ら腫瘍を剥離摘除 した.

腫瘍は尿道の全長 とやや強固に癒着 し,膀 胱頸部に至

ったが,腫 瘍の発生部位は判然 としなか った.尿 道括

約筋 との癒着 も高度で,腫 瘍摘除 に際 し括約筋の一部

損傷をきた し,こ れの縫合を要 した,併 せ て,子 宮

頸部断端を切除 した が,腫 瘍 とは 何 ら関係なかった

(Fig.3).

摘除標本:摘 除標本は,重 量40g,大 きさ5x5x

6cm3,表 面不整,弾 性硬で,割 面は,均 一な灰白色

の充実性腫瘍であった.割 を入れる際は非常に硬か っ

たが,石 灰沈着によるものと考えられた(Fg.4).

病理組織学的検査:hyalindegencrationを ともな

うfibrousな 泡沫状増殖 および 丘berの 増加が認め

られた.ま た,泡 沫状 の胞体 をもち,核が 円形な小型の

考 察

女子傍尿道腫瘍は比較的稀な疾患であるが,す でに

本邦では80例 余 りが報告 されてお り,婦 人科領域で膣

壁非上皮性良性腫瘍 と診断 され てい るものを含めると

実数は さらに多い と推定 されている1).病 理組織学的

には平滑筋腫が最 も多いが,他 に線維筋腫,線 維腫,

血管腫,神 経線維腫 などがある.従 来,こ れ らの間葉

性腫瘍は発育部位の判別が困難で,尿 道腫瘍 と膣腫瘍

の名称が与えられ,さ らに また,尿 道 との癒着の程度

によ り傍尿道腫瘍 と尿道腫瘍 を 区別す る 考 え もあっ

て2・5)名 称が混乱 している.自 験例は腔壁 との癒着

は全 くない一方,尿 道 との癒着はやや高度であった も

のの,尿 道か ら発生 した証明はな く,傍 尿道腫瘍と称

す るのが適当と考えた.尿 道内に突 出して生育するも

のを尿道腫瘍 とするべ きであろ う.

本邦の傍尿道平滑筋腫に関 しては,林 正 らの34例,

能登 らの44例 お よび中 目らの53例 を集めた綜説的報告

があ り4-6),発 生病理 お よび治療法については,そ れ

らの報告に新たに加えるべ き知見はない.今 回,中 目

ら以後の傍尿道平滑筋腫お よび尿道平滑筋腫ll症 例を

集計 し示 した うえ,本 邦症例65例 で,自 験例 との関連

において,少 しく検討す る7-16)(Tablc1).

年齢 の判明 してい る64例 で発症年齢 を検討すると,

平均年齢38.2±1L6(Mean±SD)歳 で,30歳 台か ら

40歳 台の発症例が45例(70.3ク6)と 多いのに対 し,自

験例の ごとき60歳 台以上 の高齢発症は4例(6.3%)

と少ない(Table2),

腫瘍重量の記載がある41例 で重量を検討す ると,最

小2.lg,最 大959,平 均重量は22.3±21.49(Mean

±SD)で ある.10g未 満が14例 と最 も多 く,つ いで

10g以 上20g未 満がll例 で,こ れ らで25例(62.9

%)を 占める(Table3).自 験例は40gと 比較的大

きいこと,石 灰沈着を認め ることな どは,か な り長期

にわた って腫瘍が存在 していた ことを示峻 しているも

の と考 える.

症状 の判明 してい る59例 で検討す ると,症 状は外陰

部腫瘤 が10例(67.8%)と 最 も多 い.つ い で多いの

は,排 尿困難,尿 道不快感,排 尿時痛,尿 線 の乱れ,

頻尿お よび尿失禁 な ど,な ん らか の排尿障害 で18例

(30・5%)あ り,従 来いわれて い る よ り多い.し か

し,尿 閉は2例(3.4%)の み で,う ち1例 は内尿道
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Table1.FcmaleparaurethralleiomyomainJapan(postNakame,1984)

CasesAuthor Age Symptom Locationin
theurethra

Size

(cm)
Weight

(9)

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

木 内

鍋 倉

淡 河

宮 前

小 川

垣 本

井 川

井 川

播 本

宗 像

川 口

自験例

46

41

44

57

30

45

29

34

47

53

31

67

bleeding

tumor

tumor

b且eeding

tumor

discomfort

tumor

tumor

tumor

且ncontlnence

tumor

ponakisuria
mcontlnence
retention

tumor
disturbanceof
urlnarystream

b!eeding

pain

retention

antenor

anterlor

urethro・

vaginal

septum

posterior

anter藍or

posterlor

urethro-
vaginal
septum

antenor

urethro-

vaginal

septum

poster置or

urethro・

vaginal

septum

2.Ox1.8xl.2

7A6x4

5.5x4.5x2.5

2xl^1

6x5x3.5

3。5x3.5x3.0

3.Ox2.5x2.0

3.7x4.5x3.0

4x4x3.5

3.5x3,0x2.5

5x5x6

2

65

33

60

12

10

24.9

1玉

40

Table2. Agcdistributionoffemaleswith

paraurethralleiomyoma・

AgeNa%

Table4.Symptomswlthfemaleparaurcthral

leiomyomainJapan(No.ofcases=

59)

10-1923.1

20-29914.1

30～392437.5

40-492132.8

50～5946.3

60-6934,7

70～7911.6

Symptom

Total64100.0

Table3.

Na %

Wcightoffemaleparaurethral

leiomyomainJapan・

weight(9)Na %

Tumor

Disturbanceofurination

(Dysuria)

(Distqrbanceofurinarystream)

(Mictionpain)

(UrinaryinCOntinenCe)

(Pollakisuria)

(UrinaryretentiOn)

(Urinarydiscomfort)

Bleeding

Discomfort

Pain

40

18

(5)

(4)

(3)

(3)

(3)

(2)

(1)

13

6

5

67。8

30.5

(8.5)

(6.8)

(5.1)

(5.1)

(5.1)

(3.4)

(1.7)

22.0

10.2

8.5

〈10

10≦

20≦

30≦

40≦

50≦

60≦

70≦

80≦

90≦

14

11

7

2

2

0

4

0

0

1

34.1

26.8

17.1

4。9

4.9

0

9.8

0

0

2.4

Tota1 41100.0

口部に有茎性に発生 した腫瘍 である15).尿 道外か らの

圧迫に よる尿閉は自験例のみであ った.排 尿困難 もわ

ずか5例(8.5%)に す ぎ ない(Table4).排 尿困難

には腫瘍 の大 きさよりもその位置が関係する といわれ

てお り4),本 症例の ごとく内尿道 口付近に発生 した場

合には排尿困難が強 く出現す ると考えられ る.ま た,

高度の石灰沈着に よるかな り硬い腫瘍 であったことも

関係 してい る可能性がある.

女子 の排尿困難は時 として診断に窮す ることがあ る
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が,本 疾患 も念 頭 に置 い て 腔 内診 を 怠 らない こ とが必

要 であ る と考 え る.

結 語

1)67歳,女 性 にみ られ た 尿閉 を きた した 傍 尿遵 平

滑筋 腫 を 報告 した.

2)本 邦65例 を 集計 し,臨 床 的 検 討 を加 え た.

3)女 子 の排 尿 困 難に は,本 症 も考 慮す べ きで あ る

こ とを 強 調 した,

木論文の要 旨は第115回 日本泌尿器科学会関 西地方会で報

告 した.

稿を終 えるにあた り近畿大学 医学 部泌尿器科学教室栗田孝

教授の御校閲 を深謝 します.
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